
手
銭
家
は
、
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
西
、
出
雲
大
社
か
ら
西
へ
徒
歩
七
、
八

分
の
所
に
位
置
す
る
。
屋
敷
内
に
手
銭
記
念
館
が
設
置
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
米
蔵
・

酒
蔵
を
改
装
し
た
展
示
室
で
、
同
家
に
伝
わ
る
美
術
工
芸
品
を
中
心
と
し
た
公
開
が

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
手
銭
家
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
（
以
下
、
手
銭
記
念
館
学
芸
員
佐
々
木
杏

里
氏
の
調
査
に
基
づ
く
）
。
同
家
は
、
近
世
を
通
じ
て
酒
造
業
を
中
心
に
営
み
な
が

ら
、
松
江
藩
の
御
用
商
を
務
め
、
米
、
材
木
、
木
綿
な
ど
種
々
の
商
い
を
行
っ
て
い

た
。
屋
号
を
「
白
枝
屋
」
と
い
う
。
大
年
寄
な
ど
地
区
の
要
職
を
務
め
、
松
江
藩
主

ら
が
出
雲
大
社
に
参
詣
す
る
折
な
ど
に
は
、
そ
の
御
用
宿
（
本
陣
を
含
む
）
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
美
術
工
芸
品
や
調
度
な
ど
も
備
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
が

現
在
記
念
館
の
所
蔵
品
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
近
世
に
お
い
て
出
雲

大
社
の
国
造
を
務
め
た
千
家
・
北
島
の
両
家
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
な

お
歴
代
の
当
主
は
、
『
御
用
留
』
（
村
の
行
政
関
係
の
事
柄
、
藩
か
ら
の
通
達
な
ど
公

的
な
記
録
）
、
『
萬
日
記
』
（
そ
の
他
の
公
的
、
私
的
な
行
事
や
出
来
事
な
ど
の
記
録
）

一
手
銭
家
の
概
要

手
鏡
家
蔵
害
と
出
雲
の
文
芸
活
動

か
ら
大
社
の
地
に
移
り
商

売
を
始
め
た
の
が
そ
の
起

こ
り
で
あ
る
が
、
文
芸
活

動
と
の
関
連
が
見
え
る
の

は
、
三
代
季
硯
か
ら
で
あ

る
。
季
硯
は
、
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
う
大
病
を
し
た

際
に
白
山
の
使
い
の
狐
が

夢
に
現
れ
て
助
か
っ
た
と

し
て
白
山
を
信
仰
し
、
白

三
郎
と
称
し
、
ま
た
「
白

澤
園
」
の
号
を
用
い
た
。

蔵
書
に
も
白
三
郎
、
白
澤

園
と
い
う
書
き
入
れ
や
印

を
残
し
て
い
る
。

初
代
の
喜
右
衛
門
長
光
が
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
白
枝
（
出
雲
市
高
松
町
）

田
中

則

雄

l図版l】手銭記念館
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次
に
手
銭
家
に
お
け
る
蔵
書
形
成
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
現
在
把
握
し
て

い
る
の
は
、
全
体
で
六
五
○
点
、
一
二
○
一
冊
で
あ
る
（
今
後
の
調
査
で
さ
ら
に
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
）
。
全
体
に
蔵
書
印
や
書
き
入
れ
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
蔵
書
形

成
の
過
程
を
推
定
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

ま
ず
冠
李
と
い
う
人
物
が
持
っ
て
い
た
一
群
の
書
物
が
あ
る
。
蔵
書
印
で
最
も
多

く
見
ら
れ
る
の
が
図
版
２
に
掲
げ
た
「
冠
李
」
印
で
あ
り
、
ま
た
不
鮮
明
で
判
読
し

づ
ら
い
が
図
版
３
の
「
□
口
楼
冠
李
印
」
（
朱
白
文
）
も
あ
る
。
写
本
「
蕉
門
俳
譜

有
也
無
也
之
関
」
奥
壽
に
「
延
享
四
年
八
月
十
八
日
手
銭
冠
李
」
と
記
す
こ
と
か

ら
（
図
版
４
）
、
手
銭
氏
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
直
系
の
人
で
は
な
い
可
能
性

も
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
「
俳
譜
本
式
丼
色
紙
短
冊
之
事
」
に
は
、

「
冠
李
」
印
と
共
に
「
延
享
元
年
叩
子
仲
秋
十
四
日
写
之
」
の
記
が
あ
る
。
「
画
家
筆

要
秘
記
」
に
は
、
や
は
り
「
冠

‐
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
●
．
…
副
↑
印
印

が
残
る
。
そ
の
あ
と
四
代
敬
慶
、
五
代
有
秀
、
六
代
有
芳
、
七
代
有
鞆
、
そ
の
妻
さ

の
子
が
文
芸
活
動
に
携
わ
り
、
八
代
安
秀
の
と
こ
ろ
で
明
治
を
迎
え
る
。
な
お
現
当

主
は
、
十
一
代
目
白
三
郎
氏
で
あ
る
。

二
手
銭
家
歴
代
と
そ
の
蔵
書

１
１
１
月
〆
ト
レ
〆
ト
ト

ｉ
書
書
李
」
印
と
共
に
「
天
明
二
年
寅
晩

蔵
蔵

李
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
李
一
１
・
一
蜑
苛
一
．
ト
ァ
｜
｜
フ
コ
当
鳶
，
，
。
：
、
二

Ｚ
“
、
１
８
１
３
０
句
８
０
捌
画
ｑ
Ｊ
Ｉ
２
Ⅱ
星
Ｚ
、

姻
三
騨
口
駕
霊
聖
蕊
薩

冠図
」
｜
Ｔ
一
胴
（
一
七
九
六
）
四
代
敬
慶
死
去
の

！
一
》

‐卵『

ｊ
暗
み
ｊ
ざ
踊
樛
路

記
の
中
に
冠
李
の
詠
ん
だ
追
悼
句
が
収
め
ら
れ
る
（
佐
々
木
氏
示
教
）
。
冠
李
の
活

動
時
期
は
、
延
享
か
ら
天
明
寛
政
期
ま
で
（
即
ち
一
七
○
○
年
代
の
中
頃
か
ら
終
わ

り
に
か
け
て
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
代
季
硯
は
、
前
述
し
た
号
「
白
澤
園
」
の
職
蒋
印
を
川
い
る
（
図
版
５
）
。
続

く
四
代
敬
慶
も
同
じ
「
白
澤
園
」
の
印
を
用
い
る
（
図
版
６
）
。

次
の
五
代
有
秀
も
「
白
澤
園
」
の
蔵
書
印
を
用
い
る
（
図
版
７
の
朱
白
文
、
墨

印
）
。
こ
の
有
秀
の
蔵
書
に
は
、
先
ほ
ど
の
冠
李
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
が
あ
る
。

図
版
８
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
版
本
に
は
、
ま
ず
冠
李
の
前
出
二
種
の
蔵
書
印
が
捺
し

て
あ
り
、
そ
の
上
に
被
せ
る
よ
う
に
し
て
有
秀
が
、
「
四
方
隣
蔵
書
／
白
澤
薗
」
と
、

自
分
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
墨
書
き
し
て
い
る
（
こ
の
本
、
他
の
箇
所
に
「
有
秀
蔵

少
“
ケ
諒
歩
樗
穆
４
１
・
・

し
り

■
（
“
“
酔
岬
瞬
酷
●
０
皇
幻
日
，
“
〃

ハ

ロ
▲
ロ

Ｑ今
。
●

い
Ｙ
、
疹
嶋
／
〃
２
渇
毎
ヤ
ヶ

タ

●
◆
、
●

ｊ
●
｝

■
Ｌ
■
■
■
■
Ｂ
ら
ｒ
』
■
■
■
ワ

凸、

､間
ザ

【図版5】季硯書き入れと

蔵書印（｢白漂園｣）

守
鍾
因
。
、
■
■
Ｕ
ｇ
ｇ
？

’‘
＃ ●

【|､xl版4】手鏡冠李の奥書

州 Ⅷ
の
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書
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
ま
た
筆
跡
か
ら
も
こ
の
墨
書
き
は
有
秀
に
よ
る
も
の
と

判
断
す
る
）
。

図
版
９
は
「
蕉
門
俳
諮
極
秘
聞
書
』
に
収
め
る
有
秀
に
よ
る
「
神
文
」
。
そ
の
最

後
に
「
寛
政
八
丙
辰
歳
六
月
日
手
銭
官
三
郎
／
有
秀
在
判
」
と
し
て
「
冠
李
尊
師

百
羅
尊
師
両
宗
匠
」
と
記
し
て
い
る
。
即
ち
冠
李
は
有
秀
の
俳
譜
の
師
で
あ

り
、
そ
の
縁
で
蔵
書
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
識
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
な
お
百

蕊
こ
と
、
広
瀬
百
燕
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。

ま
た
図
版
皿
は
、
季
硯
か
ら
有
秀
へ
と
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
下
側
に

「
季
硯
之
印
」
と
捺
さ
れ
、
後
に
そ
の
上
部
に
「
有
秀
」
と
捺
さ
れ
た
。
な
お
側
に

あ
る
「
白
澤
薗
蔵
書
／
四
巻
之
内
」
は
有
秀
の
筆
跡
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
三

代
か
ら
五
代
に
か
け
て
ま
と
ま
っ
た
量
の
書
物
が
集
積
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
六
代
有
芳
は
、
「
書
物
軸
物
目
録
」
な
る
も
の
を
作
成
し
て
、
蔵
書
の
整
理

腱

【図版7】有秀書き入れ（｢価冠斎｣）と

蔵書印（｢白灘園｣）2種

’
《
ｗ
莚
ン
』
、
原
物
宅
ぐ
ｌ
内
Ｉ
Ｉ
Ｊ
々
ｉ
、
１
ｍ
Ⅷ
』

ｌ
』
』
Ⅷ
０
夕

１

４
口
１
１
４
■
■
■
守
口

０

k等寡
底
〃
卓
郡
夕
守

》

承
奄
裾
蕊

磯

I鮒惣I

点
検
を
行
っ
た
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
図
版
ｕ
）
。
例
え
ば
「
仏
書
」

「
画
書
」
「
軍
書
」
な
ど
と
一
定
の
分
類
を
設
け
て
該
当
す
る
書
名
を
書
き
上
げ
た
上

で
、
「
十
五
冊
」
な
ど
と
冊
数
を
記
し
、
三
冊
不
見
」
な
ど
と
注
記
し
、
「
引
合
」

と
い
う
印
を
捺
す
な
ど
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
目
録
に
見
え
る
書
目
に
つ
い
て
、
現

存
書
目
と
合
致
す
る
も
の
も
多
い
が
、
一
方
目
録
に
の
み
あ
っ
て
現
存
し
な
い
書

目
、
ま
た
そ
の
反
対
の
も
の
も
あ
る
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
の
探
究
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
有
芳
の
蔵
書
印
は
、
図
版
辺
の
「
白
枝
屋
」
、
「
手
銭
知
英
」
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
七
代
有
鞆
、
そ
の
妻
さ
の
子
と
続
く
。
有
鞆
に
は
図
版
咽
の
書
き
入
れ

と
蔵
書
印
、
さ
の
子
に
は
図
版
型
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
さ
の
子
に
つ
い
て
は
、
後

に
文
芸
活
動
の
項
で
取
り
上
げ
る
。
こ
の
後
も
近
世
最
後
の
八
代
安
秀
に
至
る
ま
で

集
書
は
続
け
ら
れ
た
。
安
秀
に
は
書
き
入
れ
と
「
手
銭
満
平
」
の
蔵
書
印
（
図
版

通
）
が
あ
る
。

【図版8】冠李蔵沓:印2種の上に有秀書き入れ

（｢四方隣蔵書／白澤薗｣）
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・
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ｆ
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吐

史
孤
ハ
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鐙
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圀
圃
少
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猿
篭
吟
應
ず
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〃
‐
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、
．
』麹

Ｇ
責
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〆
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誇
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管
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里
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【図版9】有秀による「抑文」
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以
上
の
よ
う
に
し
て
蓄
積
さ
れ
た
蔵
書
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
ま
ず
和
歌
、
俳

譜
の
書
が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
全
六
五
○
点
の
う
ち
、
和
歌
五
八
点
、

俳
譜
一
六
六
点
。
た
だ
し
刊
本
の
歌
論
害
、
俳
論
書
な
ど
と
共
に
当
家
の
人
々
に
よ

る
和
歌
、
俳
譜
の
草
稿
な
ど
も
一
括
し
て
数
え
て
い
る
）
。
そ
し
て
他
の
文
学
ジ
ャ

ン
ル
（
漢
詩
文
、
随
筆
、
紀
行
、
実
録
、
謡
曲
、
浄
瑠
璃
な
ど
）
、
さ
ら
に
文
学
以

I
嗣
郵
季
寧
垂
コ
ョ
コ
坤
心
■
ｑ

〃
Ｕ
■
ロ

、

三
蔵
書
形
成
と
文
芸
活
動 警

鋼薗澤

眼
〉
暁
岻
之
陽
唖
電
伯北ｉ

ｔ
》
入

↑
き
き

さ

‐
い

｝
門
一
膳
一
一
菫
自

』
ロ
ー
評

多
呵
。
｜

》
｝
、
』

ｑ

ｖ
■
ｒ

岨
『

Ｆ

長
知

４
轍

Ｉ

ｌ
Ｏ
Ｄ
ｕ
〃
１

一
ひ
ｆ
、
望

望
》

ｌ
‐
剛
．

▽

早

口

■
９

即

購

』
■
。
‐
ｒ
ト
Ｆ

Ｐ

Ｌ

一
寸
ロ

リ鋤
剰
‐
・
診

硯
奉
手

限
尚
旺
▲

“
鍛
剰
Ｉ
秒
‐
”
・
・

Ｉ
！
！
！
‘
．
１
Ｆ
‐
‐
‐
．
声
↓
一
垂
一
一
一
霊
一
一
つ
■
ロ
ロ
ロ
■
■
一

０
１
型
日
令
，
■
｝

《
》
一
一
洞
・
時
碑
」
》
』
毎
■
墨
一
姻

唾
“
由
か

毎

■
、
５

「
回
己
、
甘
・
・

し
心
・
巳
７

１
サ
、
●
〆
：
】
一
原

蚕
啄

外
の
各
領
域
（
歴
史
、
語
学
、
漢
学
、
仏
教
、
神
道
、
囲
碁
、
将
棋
、
絵
画
、
華

道
、
書
道
、
刀
剣
、
料
理
、
教
育
、
教
訓
、
医
学
、
薬
学
な
ど
）
に
ま
で
広
く
及
ん

で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
蔵
書
蓄
積
の
背
景
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
藩
の
本
陣
を
も
命
ぜ
ら
れ

る
格
の
商
家
に
要
求
さ
れ
る
教
養
と
い
う
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に

加
え
て
、
近
世
出
雲
の
地
で
特
に
和
歌
・
俳
譜
を
中
心
と
し
た
活
発
な
文
芸
活
動
が

行
わ
れ
、
こ
れ
に
手
鏡
家
の
人
々
が
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
恩

.~烏邑‘ー干

謹海ｯ
泌
雌
形
況
さ

糞淫鴬
P-．

0

｡

葱霧 輻

董篁
・を熱

七一

ア

藩‘W○・盤
【図版11】有芳筆『書物ililll物目録』
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ムーー

燕
惇
溌
《
だ
燕
魏
、

４

－

■

弗
厳
煮
零

エ

げ

【図版12】有芳書き入れと蔵書印（｢白枝屋｣)、蔵書印（｢手銭知英｣）

争
う
裾
寒
董
参
の
が
註
γ
く
も
坊
＃
“
券
藤

９
一
四
四
吋
閉
叫
隅
」

弓
目
■
堅
隊
，
，
Ｆ
１
・
‐
，

芽

手
心
識
寺
②
３
，

１
１

グ

-i

宥
吻１１撫測礎1
1鞆【図版13】有鞆書き入れと

蔵書印（｢手銭蔵書｣）

）

-一口p一一エ

0

わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
手
銭
家
歴
代
の
文
芸
活
動
の
跡
を
辿
っ
て
み
る
。
そ
の

ピ
ー
ク
は
二
つ
あ
り
、
最
初
は
三
代
季
硯
～
五
代
有
秀
の
時
代
、
次
は
七
代
有
鞆
の

妻
さ
の
子
の
時
代
で
あ
る
。

三
代
～
五
代
の
文
芸
活
動
に
関
し
て
は
、
広
瀬
百
蕊
（
享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
～
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
）
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
百
蕊
は
出
雲
大
社

（
三
’
一
）
三
代
季
硯
～
五
代
有
秀
の
時
代

ー

〉．、
6曲

畝一一

【図版141さの子書き入れ

翻
騨
顕
一
口
■
〕
、
、
‐
剤
１
Ⅷ
部
や
》
轡
ぷ
ぁ
、
ゞ

や
ｌ
Ｐ
郵

鍵
㈱

鐸
熱
鞠
司
」

Ｌ
典
勃
咄

尺
確
一
疎
１
７
１
１
‐

「
Ｌ黙’

鯛
職
0口

蕊 ’
1

p~陣■

7京m棚．
【図版15】安秀書き入れと蔵讐:1211

。
§
判
”
掴
劃
側
聖

夕
↑

９

１
Ｇ
画

嘩

､』

(｢手錨満平_|）
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国
造
千
家
家
の
代
官
役
で
あ
っ
た
広
瀬
家
の
出
身
で
、
京
都
に
出
て
俳
詣
を
学
び
、

当
時
の
著
名
な
俳
人
た
ち
と
交
流
す
る
が
、
最
終
的
に
は
蕉
風
を
拠
り
所
と
す
る
。

出
雲
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
俳
諾
、
和
歌
、
神
学
、
国
学
な
ど
を
人
々
に
教
え
、
ま
た

国
造
北
島
家
の
学
問
師
範
も
務
め
た
。
京
都
に
い
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
岡
崎

の
空
阿
の
も
と
を
訪
れ
、
五
か
月
に
わ
た
っ
て
俳
譜
の
講
義
を
受
け
た
様
子
を
問
答

録
と
し
て
記
し
た
『
岡
崎
日
記
』
が
有
名
で
あ
る
（
未
刊
国
文
資
料
に
翻
刻
が
あ

る
）
。
百
蕊
に
指
導
を
受
け
た
息
子
日
々
庵
浦
安
、
そ
の
子
藺
々
舎
茂
竹
と
、
広
瀬

家
は
三
代
に
わ
た
り
大
社
地
域
の
俳
譜
活
動
の
指
導
者
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
（
以
上
、
佐
々
木
氏
示
教
に
よ
る
）
。
以
下
こ
の
百
幕
と
の
関
わ
り
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
三
代
～
五
代
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

三
代
季
硯
は
、
ま
ず
俳
譜
に
関
し
て
は
、
発
句
を
記
し
た
短
冊
を
多
く
残
し
て

い
る
。
中
に
「
病
後
吟
」
と
題
し
て
「
暇
乞
し
た
名
月
を
け
ふ
の
月
」
と
い
う
同
じ

句
が
書
か
れ
た
短
冊
が
三
枚
あ
る
（
図
版
通
）
。
前
述
し
た
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ

う
大
病
の
折
に
白
山
の
狐
に
よ
る
夢
の
お
告
げ
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
、
そ
の

時
に
作
成
し
親
交
の
あ
る
人
に
配
る
な
ど
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
前
掲

の
冠
李
、
広
瀬
百
蕊
と
共
に
巻
い
た
歌
仙
『
俳
譜
短
歌
行
』
（
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）
）
、
『
俳
譜
之
連
謡
』
（
同
十
年
）
も
あ
る
（
図
版
〃
）
。

和
歌
の
創
作
と
し
て
は
、
詠
歌
の
短
冊
が
あ
る
。
ま
た
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

た
か
つ
の
の

高
角
社
（
島
根
県
益
田
市
に
あ
る
高
津
柿
本
神
社
）
に
奉
納
さ
れ
た
『
高
角
社
奉

納
百
首
和
歌
』
に
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
松
江
藩
の
六
代
、
七
代
藩
主
に
仕
え
て
藩

政
改
革
を
実
行
し
た
こ
と
で
有
名
な
中
老
の
小
田
切
尚
足
、
家
老
の
朝
日
郷
保
ら
と

共
に
、
手
鏡
季
硯
の
詠
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

陶
職
岬
附
Ⅲ
Ⅱ
叫
附
鰍
剛
杉
洲
腿
郷
っ
碓
剛
鍋
縦

ｊ鱗
歌
に
関
す
る
も
の
の

叶
岬
咽
咄
Ｗ
咄
掛
吋
叩
岬
由
峠
酌
》
蹄
》
》
》
》
臨
み
が
見
ら
れ
、
短
冊

『
口
Ｏ
１
Ｉ
ｊ
ｄ
ｑ
．
Ｔ
且
…
ｑ
ｑ
ｉ
０
“
Ｉ
ｑ
１
Ⅱ
０
罰
！

、
為
珍
珍
確

報
や
一
枚
物
の
ほ
か
、

Ｉ
隙
臘
懸
蕊
欝
巽
群

『
‐
・
副
ｉ
ロー
ゞ
…

》
孔
一

陣
難
監
駝
陣
旨
堕
…
§
肝
ｈ
Ｌ
ｒ
一
計
９
ｒ
，
‐
儲
・
‘
獣
．
，

和
歌
』
に
も
一
首
が

！
“
咽
版
岨
）
。
後
に
有
秀
が
没
し
た
と
き
、
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I
～

ノーツ
1

は
な
け
し

俳
譜
仲
間
た
ち
が
集
っ
て
『
追
善
華
響
粟
』
（
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
刊
）
を

編
ん
で
追
悼
し
た
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
出
雲
俳
壇
に
お
い
て
高
い
地
位
に
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
ま
た
和
文
の
制
作
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
作
の
和
文
を
集
め
た

写
本
『
も
く
づ
集
』
（
文
化
四
年

蝋
一

噛

侭

毎

，

７

４

吋

Ｂ

Ｆ

１

ｏ

ｌ

１

ｄ

２

‐

ｌ

Ｆ

ｎ

Ｂ

■

ｃ

■

４
ｑ
ｉ
ｄ
ｌ
４
０
●
１
１
１
１
・
Ｉ
ｑ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
１
弔
日
四
・
８
‐

鍵諺

羅
b

【図版19】刊本『秋の蝉』、有秀に
よる百蕊像

芳
に
つ
い
て
は
、
そ

の
俳
譜
活
動
を
短
冊

な
ど
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
で
漢

詩
を
作
る
こ
と
に
も

努
め
て
い
た
こ
と

が
、
残
さ
れ
た
短
冊

（
三
’
二
’
二
出
雲
歌
壇
の
人
々
と
文
芸
活
動

さ
の
子
は
当
時
の
出
雲
地
方
の
文
芸
の
中
枢
に
あ
っ
た
人
々
と
、
特
に
和
歌
を
中

心
と
し
て
交
流
し
た
。
近
世
出
雲
地
方
の
和
歌
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
芦
田

耕
一
著
『
江
戸
時
代
の
出
雲
歌
壇
』
（
二
○
一
二
年
、
今
井
出
版
刊
）
に
、
当
基
幹

研
究
の
成
果
を
も
と
に
纒
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
同
書
に
拠
り
、
さ
の
子
と
関
わ
り

の
深
い
事
柄
を
摘
記
す
る
。

近
世
後
期
出
雲
地
方
の
和
歌
活
動
は
、
出
雲
大
社
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
以
下
に
掲
げ
る
人
物
た
ち
が
特
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

‐
Ｐ
・
毎

イ
寸
庁
心
ｆ
小
ふ
り
一
司
可
Ｌ
〆
矛
－
１
』
て
Ｊ
ひ
や
し
帆
烈
ｈ
争
わ
’
Ｌ
Ｌ
ハ
蝿

房

縄
手
／
陽
う
も
ｊ
４
ｌ
Ｉ
承
と
＄
且
フ
勘
上

白
ｆ
ｆ

《
肝
加
噸
Ｊ
Ｉ
１
偽
マ
雍
認
産
）
の
か
？
え
。
・
斗
嶋
杉
幻
ｒ
Ｉ
圭
一
忘
却
帳
Ｌ
Ｌ

』
■
可

胎
驚
菱
ｊ
陶
晦
零

一
～ｐ

ｐ
ｄ
ｏ
■
０
１
．

も
■
↑
１
○
．
圃
珊
■

（
三
’
二
）
七
代
妻
さ
の
子
の
時
代

軸
～
煽
り
封
ｆ
の
犬
亨
想
嬉
１
ぐ
あ
う
れ
ｌ
擾
号
蕊
》

で
全
鰐
敷
き
群
崎
免
討
偽
詮
動
歩
砿
入
巍
８
兆
γ
つ
き

一
ｋ
・
海
瀦
酋
災
鼠
捌
鞭
乱
獲
八
つ
？
ぞ
身
瀞
ィ

錨
〆
抑
挺
又
ユ
鷲
訟
鉾
鎮
舗
珊
剥
ぎ
費
久
蕊
筍
４
迄
と
進
一

噂
訓
・
雛
総
螺
勲
鋸
勾
燗
別
遡
埠
黄
噂
愚
と
丸
障
〃
仇
切
其
．

己

1図版20】有秀 『もくづ集|’

や
一
枚
物
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

続
く
七
代
有
鞆
は
和
歌
の
短
冊
を

残
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
妻
さ

の
子
の
活
動
に
至
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
第
二

の
ピ
ー
ク
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、

次
に
項
を
改
め
て
述
べ
る
。
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と
し
ざ
ね

千
家
俊
信
（
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
～
天
保
二
年
（
一
八
三
二
）
は
、
出
雲

大
社
の
別
当
を
務
め
る
一
方
で
、
本
居
宣
長
、
内
山
真
龍
に
学
ぶ
。
宣
長
に
は
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
に
入
門
し
、
そ
の
後
鈴
屋
に
赴
い
て
は
教
え
を
受
け
た
。
寛
政

う
め
の
や

十
二
年
（
一
八
○
○
）
頃
、
私
塾
梅
廼
舎
を
開
き
、
古
学
を
講
じ
た
。
こ
う
し
て
そ

れ
ま
で
二
条
家
流
が
中
心
で
あ
っ
た
出
雲
の
地
に
、
宣
長
古
学
と
鈴
屋
派
和
歌
を
導

入
す
る
。

た
か
ひ
こ

千
家
尊
孫
（
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
～
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
）
は
、
出
雲

大
社
の
第
七
八
代
国
造
を
務
め
た
人
で
、
千
家
俊
信
に
学
ぶ
。
出
雲
で
は
歌
人
釣
月

し
ま
し
げ
お
い

と
常
悦
の
影
響
に
よ
っ
て
二
条
家
流
が
広
ま
っ
て
い
た
が
、
尊
孫
は
島
重
老
（
千
家

家
上
官
、
千
家
俊
信
門
下
）
と
心
を
合
わ
せ
て
異
を
唱
え
、
大
社
地
域
の
歌
風
を
一

変
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
島
多
豆
夫
撰
『
類
題
正
龍
集
」
所
収
「
島
重
老
翁
の
略

伝
」
）
。
尊
孫
は
歌
人
と
し
て
の
活
動
が
極
め
て
活
発
で
、
「
類
題
蝮
玉
集
」
（
文
政
十

一
年
（
一
八
二
八
）
～
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
刊
）
を
は
じ
め
当
時
の
歌
集
に
多

ま
た
ま

く
入
集
す
る
ほ
か
、
「
類
題
真
瑛
集
」
（
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
刊
）
な
ど
の
私
歌

集
を
編
纂
し
、
さ
ら
に
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
出
雲
国
人
の
詠
歌
の
み
を
集

め
た
「
類
題
八
雲
集
」
を
刊
行
す
る
。
ま
た
自
身
の
誰
義
録
を
も
と
に
し
た
作
歌
手

ひ
な
の
う
た
か
た
り

引
杏
「
比
那
能
歌
語
」
（
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
刊
）
も
あ
る
。

富
永
芳
久
（
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
～
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
）
は
、
倒

造
北
島
家
に
仕
え
る
社
家
の
家
柄
で
出
雲
大
社
権
禰
宜
を
務
め
た
が
、
や
は
り
千
家

俊
信
に
学
び
、
さ
ら
に
は
た
び
た
び
和
歌
山
へ
赴
き
本
居
内
遠
の
門
を
叩
い
た
。
著

書
は
多
岐
に
わ
た
り
、
国
文
研
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
載
る
も

の
で
二
三
点
に
及
ぶ
。
芳
久
は
「
出
雲
国
風
土
記
」
の
意
義
を
殊
に
重
ん
じ
、
「
出

か
き
幕
み

雲
国
風
土
記
仮
字
書
」
（
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
自
序
）
を
編
纂
す
る
。
そ
し
て

風
土
記
に
載
る
地
名
に
対
す
る
関
心
は
出
雲
の
歌
枕
に
対
す
る
関
心
へ
と
連
続
し
、

一
種
の
歌
枕
一
覧
で
あ
る
「
出
雲
国
名
所
集
』
（
安
政
三
年
刊
）
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

歌
枕
を
実
際
に
詠
ん
だ
和
歌
を
集
め
た
「
出
要
図
名
所
歌
柴
」
を
編
纂
す
る
（
初
編

嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
、
二
編
安
政
三
年
刊
）
。
そ
し
て
安
政
三
年
の
「
丙
辰
出
雲

国
三
十
六
歌
仙
」
、
同
四
年
の
「
丁
巳
出
雲
Ⅲ
五
十
歌
撰
」
、
同
五
年
の
「
戊
午
出
雲

国
五
十
歌
撰
」
の
三
部
作
を
編
纂
刊
行
す
る
が
、
後
述
す
る
通
り
こ
こ
で
手
銭
さ
の

子
と
の
直
接
の
関
係
が
出
て
く
る
。

こ
の
当
時
、
千
家
尊
孫
は
鶴
山
社
中
、
富
永
芳
久
は
亀
山
社
中
と
い
う
歌
人
結
社

を
主
宰
し
て
い
た
。
鶴
山
と
は
千
家
国
造
館
の
裏
山
の
名
か
ら
取
っ
た
も
の
、
亀
山

と
は
北
島
国
造
館
の
裏
山
の
名
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
両
社
中
が
相
つ
ど
っ
て

歌
を
詠
む
な
ど
、
正
に
切
瑳
琢
磨
し
な
が
ら
研
鐙
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
資
料
が

残
る
（
出
雲
市
立
大
社
図
書
館
蔵
『
両
社
中
内
会
兼
当
和
歌
控
」
な
ど
）
。

た
か
ず
み

千
家
尊
澄
（
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
～
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
）
は
、
尊

孫
の
嫡
男
で
国
造
の
職
を
継
ぎ
、
千
家
俊
偏
、
本
肘
内
遠
に
学
ん
だ
。
出
雲
歌
人
の

歌
集
「
は
な
の
し
づ
枝
」
を
編
纂
し
（
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
）
、
歌
学
神
「
歌
神

童
つ
つ
ぼ

考
」
を
執
筆
す
る
（
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
）
。
こ
の
尊
澄
の
和
文
集
「
松
壺
文

集
」
（
刊
行
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
）
に
、
大
社
の
人
で
和
歌
や
狂
歌
、
絵
画
も

よ
く
し
た
中
臣
典
膳
（
正
蔭
）
の
宅
を
訪
ね
、
互
い
に
意
気
投
合
し
て
風
流
の
語
ら

い
を
し
た
こ
と
、
「
み
や
ぴ
こ
の
め
る
な
に
が
し
」
の
家
に
秋
の
な
ご
り
を
惜
し
む

歌
を
詠
も
う
と
仲
間
が
集
ま
っ
た
が
、
詠
歌
の
み
で
は
足
り
ぬ
と
言
っ
て
、
竹
取
、

大
和
な
ど
く
さ
ぐ
さ
の
物
語
ぶ
み
を
素
材
に
も
の
の
あ
は
れ
を
語
り
合
っ
た
こ
と
な
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（
三
’
二
’
二
）
さ
の
子
の
文
芸
活
動

ま
ず
さ
の
子
と
富
永
芳
久
と
の
文
芸
的
な
交
流
に
つ
い
て
見
る
。
巻
首
に
『
ち
と

せ
の
舎
御
せ
う
そ
こ
』
と
記
す
書
簡
書
き
と
め
が
あ
る
。
千
歳
舎
は
千
家
尊
澄
の

こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
芳
久
は
じ
め
尊
澄
以
外
の
人
物
に
関
わ
る
書
簡
を
も
併

せ
収
め
て
い
る
。
そ
こ
に
「
安
政
五
年
五
月
計
り
芳
久
大
人
の
元
へ
遣
し
け
り
」
と

す
る
、
さ
の
子
か
ら
芳
久
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
り
、
さ
の
子
が
芳
久
の
風
土
記
の
著

書
（
前
掲
の
『
出
雲
国
風
土
記
仮
字
書
』
な
ど
か
）
を
民
平
（
古
川
氏
）
経
由
で
入

手
し
、
そ
れ
を
親
し
き
者
に
与
え
、
得
た
値
を
芳
久
に
送
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ

れ
を
承
け
て
「
お
な
し
く
返
事
」
と
す
る
芳
久
書
簡
に
は
、
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、
さ
の
子
が
去
年
よ
り
方
々
の
人
に
自
分
の
風
土
記
の
書
を
世
話
し
て
く
れ
た
こ

と
が
嬉
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

ひ
と
日
民
平
に
も
の
せ
し
風
土
記
を
む
つ
た
ま
あ
へ
る
み
や
ひ
男
に
ゆ
つ
り
給

ひ
て
、
そ
の
あ
た
ひ
十
八
ひ
ら
お
こ
せ
給
ひ
、
す
な
は
ち
書
騨
へ
遣
す
へ
う
な

ん
。
こ
の
ふ
み
よ
、
天
の
下
に
た
く
ひ
な
き
ふ
る
こ
と
の
伝
は
り
来
ぬ
る
を
、

ど
が
見
え
る
。
芦
田
前
掲
書
で
は
、
他
に
も
資
料
を
引
き
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
和
歌

を
中
心
と
す
る
文
芸
活
動
と
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
近
世
後

期
、
出
雲
大
社
を
中
心
に
〃
出
雲
歌
壇
″
と
称
す
べ
き
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と

す
る
。さ

て
手
銭
さ
の
子
が
、
こ
の
出
雲
歌
壇
の
一
員
と
し
て
、
文
芸
活
動
、
文
芸
享
受

を
活
発
に
行
っ
て
い
た
様
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
具
体
的
に
わ
か
っ
て
き
た
。
以

下
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
書
簡
書
き
と
め
（
さ
の
子
自
筆
）
に
よ
っ
て
考
察
す
る
。

世
に
し
る
人
も
ま
れ
ら
な
る
は
う
れ
た
き
こ
と
の
き
は
み
な
る
に
、
去
年
よ
り

か
な
た
こ
な
た
と
人
に
も
あ
た
へ
し
ら
し
め
給
へ
る
こ
、
ろ
は
え
の
ふ
か
き
こ

と
、
い
に
し
へ
し
の
ふ
る
お
の
れ
ら
か
心
に
は
な
そ
へ
な
く
う
れ
し
う
な
ん
。

こ
れ
に
続
け
て
、
風
土
記
を
重
要
と
考
え
る
所
以
に
つ
い
て
自
説
を
纈
々
語
っ
て
い

る
。
芳
久
は
さ
の
子
を
、
自
分
の
風
土
記
に
向
け
る
熱
意
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
と

見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
は
書
物
を
め
ぐ
る
遣
り
取
り
で
あ
る
。
『
か
た
〆
～
の
せ
う
そ
こ
う
つ
し
』
と

題
す
る
書
簡
書
き
と
め
に
収
め
る
「
楯
の
舎
君
の
も
と
よ
り
」
（
「
神
有
月
三
日
」
と

あ
る
。
同
じ
く
安
政
五
年
か
）
は
、
楯
の
舎
（
芳
久
）
か
ら
さ
の
子
に
宛
て
た
も

の
で
、
都
の
書
騨
か
ら
本
を
取
り
寄
せ
、
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』
、
橘
守
部
『
心
の

種
』
、
近
藤
芳
樹
『
寄
居
歌
談
』
を
手
に
入
れ
た
こ
と
を
言
う
。

此
ほ
と
は
み
や
こ
の
害
や
よ
り
；
１
，
：
：
。
。
！
〃
；
…
…
輔
…
１
１
１
‐
１
１

と
り
Ｊ
１
に
め
っ
ら
か
な
る
害

と
も
み
せ
侍
る
を
、
さ
こ
そ
は
一

御
め
に
と
ま
れ
る
ふ
み
の
お
ほ
つ
４
吋
勺
忍
べ
、
う
ｆ
が
句
辨
私
獅
沸
墜
や
・
ｊ

か
り
な
め
と
お
し
は
か
り
侍
り
一

て
な
ん
、
契
中
の
和
字
抄
、
守
一

部
か
こ
蚤
ろ
の
た
れ
、
芳
樹
か
“

一
綴
…
重
一
蓋

う
た
か
た
り
な
と
、
め
つ
ら
し

酷
幟
呼
砕
却
母
需
坤
》
唖
捨
《
…
ず
．
ｖ
一
鋤

と
に
は
侍
ら
ね
と
い
さ
、
か

墜
蝿

，
ゞ
寺
、
《

と
樹
の
ひ
侍
り
ぬ
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
長
月
廿
顔
膨
障
Ⅳ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
卜
脚
Ｉ
‐
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日
の
も
の
と
す
る
「
よ
し
久
君
よ
り
か
へ
し
」
（
「
か
た
ノ
ー
の
せ
う
そ
こ
う
つ
し
」

所
収
）
は
、
芳
久
か
ら
さ
の
子
に
宛
て
た
も
の
で
、
さ
の
子
が
「
和
字
正
濫
抄
」
を

返
却
し
て
き
た
の
で
、
次
に
は
何
を
が
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
松
江
か
ら
た
に

さ
く
（
短
冊
）
に
歌
を
書
い
て
届
け
て
き
た
の
で
こ
れ
を
お
貸
し
し
よ
う
と
言
う
。

か
へ
し
給
ひ
し
和
字
正
濫
抄
に
ひ
き
か
へ
め
つ
ら
し
き
書
を
た
に
と
お
も
ひ
給

ふ
れ
と
、
ち
り
の
み
つ
も
る
文
机
の
あ
た
り
に
は
こ
と
ふ
り
た
る
も
の
、
み
に

て
、
し
み
さ
へ
す
み
か
を
も
と
め
か
ち
に
な
ん
。
何
を
か
な
と
わ
け
見
る
折
し

も
、
松
江
の
か
た
よ
り
た
に
さ
く
と
い
ふ
も
の
に
歌
か
き
て
給
は
り
け
れ
は
、

そ
を
た
に
と
す
な
は
ち
ま
ゐ
ら
せ
侍
り
ぬ
。

以
下
は
、
さ
の
子
が
芳
久
編
の
歌
集
の
祓
文
を
書
く
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
遣
り
取

り
で
あ
る
。
『
手
中
心
お
ぼ
へ
」
と
前
表
紙
に
記
す
仮
綴
じ
本
に
、
さ
の
子
が
芳
久

宛
て
に
認
め
た
書
簡
の
下
書
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
三
十
六
歌
仙
の
し
り
へ
書
」
と

言
う
か
、
実
際
に
は
先
の
（
三
’
二
’
一
）
で
挙
げ
た
芳
久
編
三
部
作
の
第
二
『
丁

巳
出
雲
国
五
十
歌
撰
」
（
安
政
四
年
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
芳
久
か
ら
賊
文
を
書

く
よ
う
に
言
わ
れ
た
こ
と
に
恐
縮
し
な
が
ら
、
「
よ
き
に
見
直
し
た
ま
は
ん
こ
と
を

ね
か
ひ
奉
る
」
と
添
削
を
求
め
て
い
る
。

三
十
六
歌
仙
の
し
り
へ
神
を
お
の
れ
に
せ
よ
と
の
た
ま
ひ
つ
る
よ
し
承
り
、
い

と
ｊ
＼
か
た
し
け
な
く
う
れ
し
く
侍
れ
と
、
あ
ま
り
に
お
こ
な
る
わ
さ
に
し
侍

れ
は
、
は
つ
か
し
く
、
幾
た
ひ
も
し
、
侍
り
し
を
、
清
と
し
君
、
清
か
ね
君
、

こ
は
め
い
ほ
く
の
こ
と
そ
と
せ
ち
に
す
、
め
給
へ
は
、
い
な
み
か
た
く
て
、
い

と
つ
た
な
き
こ
と
な
ん
い
ひ
出
侍
り
ぬ
。
君
よ
き
に
見
直
し
た
ま
は
ん
こ
と
を

ね
か
ひ
奉
る
に
な
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
「
卯
月
中
比
同
し
人
の
御
か
へ
し
」
と
す
る
芳
久
書
簡
（
『
か
た

ｊ
～
の
せ
う
そ
こ
う
つ
し
」
所
収
）
で
は
、
さ
の
子
か
ら
預
か
っ
た
草
稿
に
添
削
を

入
れ
て
お
い
た
の
で
、
修
正
し
た
上
で
早
々
に
届
け
て
く
れ
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い

る
。

さ
て
も
歌
仙
の
し
り
へ
書
お
も
し
ろ
く
も
を
か
し
ぐ
も
も
の
し
給
へ
る
か
な
。

も
し
は
か
う
も
や
と
お
も
ひ
給
ふ
る
ふ
し
も
か
い
出
侍
り
ぬ
。
あ
ら
ぬ
こ
と
に

は
侍
ら
ん
を
、
と
り
直
し
給
ひ
て
い
か
て
ノ
ー
と
く
ノ
、
お
こ
せ
た
ま
ひ
ね
。

さ
の
子
は
ま
た
、
次
の
「
よ
し
久
君
へ
返
し
」
（
「
同
」
所
収
）
に
お
い
て
、
近
年
の

歌
集
と
自
分
と
の
関
わ
り
を
述
べ
て
い
る
。

さ
き
つ
日
は
う
る
は
し
く
こ
ま
や
か
な
る
御
か
へ
り
こ
と
、
見
奉
る
さ
へ
い
と

か
た
し
け
な
き
に
、
ま
い
て
お
と
、
し
の
弐
百
首
め
ぐ
ま
せ
た
ま
ひ
、
い
と

ノ
ー
う
れ
し
う
、
此
比
は
是
冊
子
見
侍
る
に
、
お
も
し
ろ
き
歌
と
も
に
て
、
わ

か
え
せ
う
た
の
な
き
そ
中
々
に
心
や
す
く
侍
る
。
こ
そ
の
に
は
を
の
か
も
く
は

ひ
さ
せ
給
ふ
よ
し
、
い
と
は
つ
か
し
ぐ
と
り
か
へ
し
つ
へ
う
も
お
も
ひ
給
ふ
る

に
南
、
は
た
五
十
歌
仙
の
し
り
へ
か
き
も
消
左
淵
の
っ
て
に
て
淵
よ
き
に
は
か

ら
ひ
給
は
り
し
よ
し
、
い
と
ｊ
～
う
れ
し
く
は
股
ひ
給
へ
な
か
ら
、
あ
ま
り
に

月
日
た
ち
し
事
ゆ
へ
、
先
つ
日
の
文
に
も
わ
さ
と
か
き
も
ら
し
つ
。

「
お
と
、
し
の
弐
百
首
」
は
西
田
惟
恒
締
の
「
安
政
二
年
百
首
」
、
ま
た
は
「
安
政

三
年
二
百
首
」
を
指
す
か
と
推
測
す
る
。
「
こ
そ
（
去
年
）
の
」
は
芳
久
編
三
部
作

の
第
一
「
丙
辰
出
雲
国
三
十
六
歌
仙
」
（
安
政
三
年
）
で
、
こ
れ
に
は
さ
の
子
歌
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
五
十
歌
仙
の
し
り
へ
か
き
」
が
件
の
「
丁
巳
出
雲
岡

五
十
歌
撰
」
賊
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。
さ
の
子
は
自
分
の
入
集
を
面
映
ゆ
い
こ
と
と
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し
な
が
ら
、
芳
久
か
ら
祓
文
執
筆
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
光
栄
と
受
け
と
め
て
い
た

き
よ
す
け

の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
に
見
え
る
清
左
と
は
、
前
掲
広
瀬
百
蕊
の
孫
茂
竹
の
歌
人
と

し
て
の
名
で
あ
る
。

さ
て
芳
久
の
指
導
は
「
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
こ
に

文
芸
享
受
の
在
り
よ
う
が
見
て
取
れ
る
。
「
富
永
君
よ
り
か
へ
し
」
（
同
じ
く
「
か
た

ノ
ー
の
せ
う
そ
こ
う
つ
し
」
所
収
）
に
は
、
「
湖
月
抄
」
を
見
る
べ
き
こ
と
、
帯
木

巻
、
殊
に
雨
夜
の
品
定
め
が
根
本
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

は
た
去
年
の
く
ゑ
ん
し
の
注
害
見
給
ひ
そ
め
ぬ
る
よ
し
、
湖
月
抄
と
あ
は
せ
み

た
ま
ひ
な
は
、
は
や
く
あ
き
ら
め
給
ひ
ぬ
へ
し
。
さ
れ
と
先
生
と
き
こ
ゆ
る

人
も
か
た
き
ふ
し
に
い
ふ
な
る
害
な
れ
は
、
ま
つ
ひ
と
わ
た
り
に
見
給
ひ
て
、

は
ゞ
き
、
の
巻
を
と
く
見
た
ま
ひ
ね
。
し
な
さ
た
め
南
五
十
四
帖
の
む
ね
と
あ

る
く
た
り
と
承
り
侍
る
。
け
に
お
も
し
ろ
く
も
を
か
し
ぐ
も
侍
る
か
な
、
な
と

き
こ
ゆ
る
も
の
か
ら
、
千
尋
の
そ
こ
の
ふ
か
き
あ
ち
は
ひ
は
、
い
か
て
か
く
み

し
る
へ
き
。
定
家
の
中
納
言
も
、
源
氏
み
さ
ら
む
歌
よ
み
は
む
け
の
こ
と
な
り

と
か
の
た
ま
ひ
し
・
う
た
ま
な
ひ
の
た
め
に
も
か
き
り
な
く
い
と
よ
き
ふ
み
に

な
ん
。

詠
歌
の
営
み
と
の
関
連
の
中
で
物
語
の
教
え
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
下
、
千
家
尊
澄
に
関
わ
る
書
簡
に
つ
い
て
見
る
。
先
に
も
触
れ
た
「
ち
と
せ
の

舎
御
せ
う
そ
こ
」
に
次
の
尊
澄
書
簡
が
あ
る
。
宛
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は

一
旦
さ
の
子
宛
て
と
解
す
る
。
ま
ず
、
歌
の
題
を
与
え
た
と
こ
ろ
兄
事
に
詠
ん
で
届

け
て
き
た
こ
と
を
褒
め
た
上
で
、
島
孟
老
（
三
’
二
’
一
参
照
）
の
も
と
へ
遣
わ
し

て
い
た
歌
の
巻
が
返
っ
て
き
た
の
で
お
貸
し
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
ひ
と
日
歌
の
題
を
た
て
ま
つ
り
置
し
に
、
か
す
お
ほ
き
を
も
い
と
ひ
給
は

て
残
る
く
ま
な
く
こ
よ
な
う
お
か
し
ぐ
も
よ
み
つ
ら
ね
給
ひ
て
お
く
り
も
の
し

給
ふ
を
み
も
て
ゆ
け
は
、
め
も
さ
む
は
か
り
お
も
し
ろ
う
う
け
給
は
り
侍
り

ぬ
。
さ
て
さ
い
つ
こ
ろ
島
重
老
か
も
と
へ
つ
か
は
し
お
き
し
歌
の
ま
き
、
よ
へ

こ
、
に
か
へ
し
、
ま
、
御
か
へ
り
こ
と
に
そ
へ
て
た
て
ま
つ
り
侍
ぬ
れ
は
、
御

め
に
ふ
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
よ
か
し
。

『
同
」
所
収
「
人
に
か
は
り
て
富
永
芳
久
か
元
に
造
し
け
る
」
は
、
尊
澄
に
代
わ
っ

て
芳
久
宛
て
に
認
め
た
と
い
う
も
の
で
、
書
き
手
の
署
名
は
な
い
が
さ
の
子
に
よ
る

も
の
と
見
て
お
く
。
前
日
に
芳
久
が
尊
澄
の
も
と
を
訪
れ
本
居
内
遠
、
加
納
諸
平
の

短
冊
を
届
け
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
礼
、
そ
し
て
芳
久
所
蔵
の
「
古
事
記
」
「
玉
だ
す

き
」
の
閲
覧
を
尊
澄
が
希
望
し
て
い
る
の
で
し
ば
ら
く
貸
し
て
ほ
し
い
胃
の
依
頼
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

我
ち
と
せ
の
や
の
君
の
御
も
と
に
き
の
ふ
は
御
と
ふ
ら
ひ
給
ひ
し
よ
し
。
さ
り

か
た
き
こ
と
の
侍
り
て
外
に
も
の
し
た
る
ほ
と
に
て
、
た
い
め
た
ま
は
ら
さ
り

し
は
、
い
と
く
ち
を
し
う
な
ん
。
名
た
、
る
内
遠
、
諸
平
の
た
に
さ
く
ふ
た
ひ

ら
ま
て
た
て
ま
つ
り
給
ひ
し
を
、
い
み
し
う
め
て
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
そ
の
よ
る
こ

ひ
を
く
り
か
へ
し
ま
を
せ
と
お
ほ
せ
こ
と
か
う
ふ
り
ぬ
。
は
た
君
の
も
た
ま
へ

る
古
事
記
、
玉
た
す
き
の
二
典
を
、
わ
か
君
見
た
ま
は
ん
の
御
こ
、
ろ
さ
し
侍

れ
は
、
し
は
し
か
し
た
ま
ひ
て
よ
か
し
。

仮
に
一
つ
前
の
書
簡
が
直
接
さ
の
子
に
宛
て
た
も
の
で
な
く
、
ま
た
こ
の
書
簡
の
代

書
者
が
さ
の
子
以
外
の
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
文
芸
を
め
ぐ
る
遣
り

取
り
が
彼
女
の
身
近
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
得
る
。
こ
の
他
に
も
「
ち
と
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最
後
に
散
文
関
係
の
書
目
に
つ
い
て
触
れ
る
。
蔵
書
の
中
に
、
大
本
で
浅
葱
色
の

表
紙
を
も
つ
、
特
別
に
し
つ
ら
え
た
と
見
ら
れ
る
一
連
の
実
録
写
本
が
あ
る
（
図
版

翠
）
。
先
に
掲
げ
た
六
代
有
芳
作
成
の
蔵
書
目
録
で
は
、
こ
れ
ら
は
「
軍
書
」
と
い

う
括
り
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
・
俳
譜
を
中
心
と
す
る
文
芸
の
営
み
の
一
方

で
、
実
録
の
享
受
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
か
と
考
え
る
。

ま
た
『
雲
陽
観
音
馬
場
一
代
実
記
』
と
い
う
大
社
の
地
で
作
ら
れ
た
に
違
い
な
い

写
本
が
あ
る
（
図
版
邪
）
。
櫛
成
、
文
体
い
ず
れ
を
取
っ
て
も
決
し
て
上
々
の
出
来

と
は
言
え
な
い
が
、
書
名
か
ら
し
て
実
録
と
い
う
意
識
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

手
銭
家
以
外
の
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
が
、
実
録
の
地
方
の

読
書
人
へ
の
浸
透
が
窺
い
知
れ
る
事
例
と
言
え
る
。

せ
の
舎
御
せ
う
そ
こ
』
に
は
、
尊
澄
が
「
我
大
人
の
御
ま
つ
り
」
と
て
、
千
家
俊
信

を
偲
ぶ
恒
例
行
事
を
催
す
の
で
歌
文
を
寄
せ
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
我
が
千

歳
舎
を
訪
う
て
ほ
し
い
こ
と
を
述
べ
た
書
簡
も
あ
る
。

以
上
挙
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
歌
文
の
創
作
、
そ
の
た
め
の
指
導
、
物
語
の
学
び
、

書
物
や
短
冊
の
遣
り
取
り
な
ど
の
様
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
銭
家
蔵
書
に

は
富
永
芳
久
、
千
家
尊
澄
の
著
書
も
含
む
和
歌
関
係
の
書
が
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
大
部
分
は
さ
の
子
に
よ
る
文
芸
の
営
み
と
連
動
し
な
が
ら
集
積
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。四

散
文
関
係
の
書
目
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手
銭
家
蔵
書
は
、
歴
代
の
文
芸
活
動
の
実
践
と
共
に
蓄
積
さ
れ
た
と
い
う
点
に
鮫

大
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
文
芸
活
動
の
背
景
に
は
、
出
雲
地
方
の
俳

壇
、
歌
壇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
す
る
。
当
研
究
チ
ー
ム
で
は
今
後
、
当
家
に
伝
わ

る
蔵
書
の
み
な
ら
ず
、
書
簡
、
短
冊
、
手
鑑
等
の
資
料
を
も
検
討
対
象
に
入
れ
な
が

ら
、
文
芸
享
受
と
い
う
問
題
を
よ
り
総
合
的
に
探
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

プ
（
》
○

〔
付
記
〕当

調
査
研
究
は
、
手
鏡
白
三
郎
・
裕
子
夫
妻
に
よ
る
多
大
な
る
ご
協
力
を
得
て
遂
行
し
て
い

る
。
研
究
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

五
終
わ
り
に

39


